
琉球大学学術リポジトリ

豚の飼養管理

言語: 

出版者: 琉球大学農家政学部

公開日: 2011-07-25

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 宮城, 悦生, Miyagi, Etsuo

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/21293URL



豚は古くから飼育されている家畜であり，その

飼育は比較的容易であるが，実際において豚の栄

養､11L理に順応し,経済的に所期の成果をあげるこ

とはむずかしく，相当の熟練と研究を必要とする。

豚は氏より育てが大切であるといわれており、

いかに遺伝的に優れ，体形，資質が優良な豚であ

っても，その飼養法が悪ければ，その成果をあげ

ることはできない。その能力を十分に発揮させ経

済性を高めるためには，合理的な飼養法によって

はじめてなしうるものである。すなわち，豚の終

局の目的はいうまでもなく肉であるが，その飼養

目的には，子畜生産の繁殖と肉生産の肥育とがあ

り，その目的によって飼養法も区別しなければな

らない。その区別をしない場合は，それぞれの能

力を発揮しないばかりでなく、養豚経営上，多く

の損害を招来するものである。なお繁殖用にあっ

ては，育成期，妊娠期，哺乳期に細別して，それ

ぞれに適した飼養法を講ずべきである。

､間i:i，

量が減少したり，あるいは停止することもある。

目，肥満した雌豚は体重が重いので起居が不自

由となり，房内で子豚を踏んだり，圧死させるこ

とが多い。

以上のことから繁殖雌豚は，肥満をさけなくて

はならない。ひとたび過肥におちいらせると，そ

の後給与飼料を減らし，運動を課して，やせさせ

ても，皮下脂肪は減退するが，内部生殖器周辺に

沈着した脂肪は容易に減少しない。したがって，

繁殖雌豚の育成の要訣は中肉で胴伸びのよい豚を

つくることである。

２．育成豚の発育

第１表種豚の発育標準(ん,）

Ｉ繁殖雌豚の育成

１．育成の要訣

一般農家における繁殖雌豚の育成方法は，肉豚

として飼育したものの中から発育が速で，体形の

よいものを繁殖用として選定している場合が多い

が，このような育成方法では，よい子豚をより多

く生産することは困難である。

よい子豚をより多く生産するためには，やはり

繁殖用は子豚の時からはっきり区別して，それに

応じた飼養法をおこなうべきである。すなわち，

繁殖用子豚は育成の時から肉豚よりも蛋白質を多

給し，無機物，ビタミンなどの給与にも留意する

とともに，飼料を多給しすぎて肥満にならないよ

うに注意し，飼養標準に合致した飼料給与をおこ

ない，運動を十分にさせ，まず，胴伸びがよく，

がっちりした骨格をつくることが肝要である。い

わゆる中肉程度に育成し，栄養の充実をはかり，

肥満をさけなくてはならない。

一般に肥満した雌豚は次のような繁殖障害をお

こすものである。

（ｲ)，卵巣および卵管の生理作用を阻害する。す

なわち，卵巣機能が減退し，発情微弱で受胎率も

悪く，産子数も減少する。

（ﾛ)，子宮および産道が圧迫され，死産，流産あ

るいは難産の原因となる。

（ﾉﾘ，乳腺の発達が妨げられ，したがって，泌乳
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繁殖雌豚の体格は体長と胸囲の比率

鰐85-,0%が適当である。
胸囲が体長と同じかそれ以上の場合は肥満したもので，繁
殖用のタイプとはいえない。
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体長一両耳間中央部より尾根部までの長さ
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第３表育成豚の飼料配合割合繁殖雌は短期間にあまり発育を促進させると，

脂肪太りになり，前述のような繁殖障害を起し，

不成績に終ることが多いので，一応標準に合致し

た発育をさせることが肝要である。その目安につ

いて示せば第１表のとおりである。

３．飼料の給与量と配合

給与量：飼料の給与量は配合飼料や糠類のよう

な乾燥飼料を，離乳直後体重の約５％（日量）か

らはじめ，徐々にその率を下げて，繁殖供用開始

前には体重の2.5％位与えると適当であるが，そ

の量は品種や発育度によって多少異なり，ランド

レース，大ヨークシャーなどの大型種は，特に育

成期において採食量が多いので，従来の中型種

（バークシャー等）より10～20％飼料給与量を増

加することが望ましい。大型種の飼料給与量とそ

の栄養価は第２表のとおりである。

第２表大型種(ランドレース、大ヨークシャー）
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（ビタミン・ミネラル）補給のために，青草類を

十分に与える。育成豚用飼料配合例を第３表に示

す。

いもを配合する場合には，トウモロコシ，マイ

ロの代りに乾物比で生後３～４カ月30～40％，５

～８カ月40～50％，９カ月以降は45～55％用いた

らよい。生いもを使用する場合は重量でその３倍

を与える。例えば，生後３カ月の豚でいも30％使１

用するとして，100〃,の飼料を配合するならば，

いもは30AC,必要とするが，生いもはその３倍の９０

ｋ,を与える。

４．管理

離乳前後の飼育はその豚の一生を左右する場合

が多いので，その飼育管理には'廩重を期さなけれ

ばならない。特に飼料給与には注意すべきであ

り，離乳後１カ月位は市販の子豚用配合飼料を用

いた方がよい。なぜならば，自家配合ではとかく

蛋白質の不足，無機物などの添加不十分なため種

☆の欠陥をまねき，発育をおくらせるおそれがあ

るが，市販の完全配合飼料は高蛋白，高カロリー

飼料を配合し，無機物，ビタミン類も十分に添加

されており，さらに下痢を予防し，発育を促進す

る抗生物質飼料添加剤が加えられているので，発

育もよく，労力的にも容易である。若干経済的に

は負担はかかるが，事故も少なく，簡便であるの

で，離乳直後の育成飼料は信用ある市販の完全配

合飼料を用いた方が安全である。日常の管理にも

細心の注意を払い，特に離乳直後の子豚は雨にあ

てたり，どろんこにしたり，あるいは寒い時期に

冷えたりすると下痢をおこしやすいので，常に身

体を乾かしておくことが大切である。寒い時期に
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Ｔ・ｎＮ－可消化養分総量

配合：いかにすぐれた飼料でも，そのものの単

味では栄養上完全でないので，なるべく数多くの

種類を配合した方がよい。

飼料はその含有栄養素によって，いも類，穀類

などの澱粉質飼料とフスマ，米ヌカなどの糟糠類

飼料および大豆粕，魚粕，脱脂粉乳などの蛋白質

飼料に分けられる。実際に飼料の配合にあたって

は，これらの質の異なる飼料を適当に組合せて第

２表に示されている栄養価を満たすように配合

し，それにカルシュウム剤（コロイカルなど）２

％位，食塩0.5％添加する。またその他微量栄養素

３



125〃,，大型種は生後９カ月で135k9とし，おそく

とい0～１２カ月には種付しなければならない。

Ⅲ妊娠豚の飼養管理

妊娠中の飼養はきわめて大切で，この適否は母

体そのものの健康と，生れてくる子豚の健康，発

育にも大きな影響をおよぼすものであるから，母

豚個体や時季により適宜手心を加え合理的に飼養

しなければならない。

母豚は妊娠中において胎児の発育と分娩後子豚

への哺乳のための準備をしており，その栄養分は

胎児の発育に要するよりも，母体自身に貯え，

分娩後子豚への哺乳に備えるための栄養分の量が

多いといわれており，その栄養分の蓄積量の良否

が分娩後の子豚の発育におよぼす影響は大である

母豚の妊娠中における増体についてどの程度がよ

いかは，その母豚の年令，交配時の栄養状態によ

って異なるが，少なくとも分娩および哺乳によっ

て失われるだけの体量は妊娠中に増加させておく

必要があり，体重を約60ﾙｦ（40～80109）増体させ

て繁殖させることが望ましい。

１．妊娠豚の飼料

受胎を確認したならば（一般に種付後３週間経

過して発蝋情がないならば受胎したものとみる）逐

次，栄養の増殖を図らねばならない。栄養の増進

を図ることは，すなわち，胎児の発育および分娩

後の子豚への哺乳をよくするためであり，それに

必要な栄養分を十分に与えることが大切である。

飼料配合：給与飼料はなるべく多くの種類を配

合するようにし，偏食単味の飼料に陥らぬように

注意する。特に蛋白質および無機物，ビタミン（

特にＡ，Ｄ）などの微量栄養素が不足しないよう

に注意しなければならない。

蛋白質は，胎児と子宮の発育，分娩後の乳腺の

活動，いわゆる’泌乳作用に最も重要な栄養素で

あり，その蓄積は妊娠の月令が進むにつれて増大

するといわれているので，妊娠後期には十分与え

る。また，良質の蛋白質を与える意味において，

動物性蛋白質飼料（魚粕,肉粉,脱脂粉乳）を10％

程度配合することが望ましい。

妊娠中は蛋白質ばかでなり<，身体のエネルギ

ー源として，消化のよい良質の澱粉質飼料，特に

繁殖豚の開放式群飼々青における飼料給与

は豚房は敷草を十分に入れて房内を暖かくするよ

うにする。また，排糞の状態に注意し，異状を発

見したら，その原因を調べて早急に治療する。

なお，豚舎には運動場を付設し，自由に運動さ

せる。運動させることによって，筋骨の発達をは

かることのほかに太陽光線に当ってビタミンＤの

効力を強くし，士を喰うことによって鉄分を補給

するなど栄養上の意義が大きい。特にランドレー

ス，大ヨークシャーなどの大型種は広い運動場で

放し飼いして十分運動させるようにする。

５．繁殖供用適令期

一般に豚は生後４～５カ月，おそくとも６～７

カ月には発`肩をみるが，排卵をともなう発情は生

後７カ月以上で，体重75Ac9以上になってからであ

り，この時期から繁殖に用いることができるが，

実際に繁殖に用いはじめる時期は，体の発育との

関係や，繁殖供用後の影響なども考慮しなければ

ならない。あまり早く繁殖に用いると次のような

欠陥がある。

（ｲ),排卵数が少なく，したがって産子数も少ない

（ﾛ),一般に生産される子豚は小さく，発育も芳

しくなく，大小不揃いの場合が多い。

レリ，妊娠や授乳によって母体の発育が阻害され

るので使用年限も短かくなる。

逆にあまり長期間種付しないでおくことは，不

経済であるばかりでなく，脂肪太りとなり，繁殖

成績は不良になる場合が多い。

豚の繁殖供用適令期は第４表のとおりであり，

繁殖供用時期の目安は中型種で生後1o力月で体重

第４表豚の繁殖供用開始適期
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妊娠後期には蛋白質と同様，蓄積量が増大するの

で十分に与える。

無機物としては，特にカルシウムが重要であ

り，その蓄積は妊娠後期よりも前期に多いといわ

れているので，前期に多く与えるようにする。

しかし，普通の穀類飼料には含有量が少ないの

で，一般に不足しやすいから骨粉あるいは市販の

カルシウム剤を混合して補給しなければならな

い。カルシウムはその消化吸収において特殊の作

用があり，給与量が不足すると体内に蓄積される

どころか，かえって，マイナスとなり，母体の骨

が消耗ざれ健康を害するばかりでなく，胎児の発

育もいちじるしく不良となる。したがって，カル

シウムの補給のために炭酸カルシウム（市販のコ

ロイカル，ナーリンなど）を２～３％添加する。

また，食塩は生理上重要であるが比較的不足し

やすいので0.5％位添加する。

ビタミンの補給としては，ビタミン含有量の高

いアルファルファーミールなどを十分に与えるよ

うにする。（アメリカでは15～20％位配合されて

いる）しかし，ビタミン中最も重要なＡは，長期

保存すると酸化してその効力を失うので，できれ

ば多汁質の消化のよい青物類を常に１～２ｋ9位与

えることが望ましい。

総体的に飼料の配合に当っては，第５表に示さ

れた栄養価を含有するように配合するが，飼料は

消化のよい種類を選び，便秘をおこしやすい飼料

は用いないようにする。

飼料給与量：妊娠中に胎児の発育ならびに分娩

後の哺乳に伴う体重の減少などに備えて，約60Aｙ

（40～80凡,）の増体がなされるので，飼料の給与

量は第５表のとおり与えるとよい。すなわち，妊

娠中は維持飼料に対し，初産の場合は30～40％増

し，２産以降は20～30％増しとする。なお，妊娠

後期はできるだけ１日３回に分けて与え，分娩直

前になって食欲が衰えた場合にはそれに応じて減

量する

２．管理

最近，繁殖豚も肉豚と同様省力化による群飼が

次第に多くなっており，その目的は生産の増大と

ともに管理労力，その他の諸経費の節減のためで

ある。しかし，その反面群飼による事故が往々Ｉこ

してみられる。そのうちで最も多い事故は流産で

ややもすると生産の低下を招くおそれがあるが，

その主な原因は，妊娠豚同志のけんか特に飼料給

与時の飼料のうばいあいによるけんかが多いので

あるから，施設の改善を図りげんかをさせないよ

うにする。また事故の防止，管理の便をはかるた

めに，１群の豚はできるだけ妊期の同じものを収

容することである。すなわち，妊期の異なるもの

を混同して収容すると，飼料の給与，その他の管

理および豚房の利用において支障をきたすととも

に事故の発生率も高くなる。

なお，豚舎にはかならず運動場を付設し，晴天

の日には運動場に放飼して，日光照射につとめる

とともに十分運動をさせ，体躯の充実をはかるこ

とが必要である。特にランドレースは肢蹄が弱い

ので重要である。

群飼豚舎（開放式豚舎）の平面図設計例を第１

図に示す。

飼料の給与に当っては，腐敗した飼料，寒冷期

の冷えた飼料は与えないようにする。

憶i鼈５J
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第１図開放式豚舎（10噸''1）

「
３．５

iiiiil十 分娩柵の中の母豚と新生子豚を保温する保温箱(写真中左方の木箱）

１頭が'１iHi育頭数決定の目安とされているが，体重

だけでなく，栄養状態や泌乳能力などによって決

定されなければならない。一般に１腹の子豚頭数

が少ない程，発育，哺育率は良好であり，多くな

るにしたがって，母豚哺育の能力が低くなるとと

もに｢E死などによる事故が多くなり，発育および

''１１育率は低下するしでのある。しかし，最近は分

娩柵，保温施設の普及ならびに子豚飼料，母豚飼

料の質的向上によって，哺乳中の子豚の発育，お

よび'１｢'1育率も従来に比較して向上しておるので，

ｌ腹の哺育頭数は初産８～１０頭，経産頭では１０～

12頭を目安とし，具体的には母豚の状態によって

１４１１断すべきである。

２．母豚の飼養管理

子付母豚に対しては，ＤＣＰ１１～13％，ＴＤＮ

70～72％を含有するように配合し，その他にカル

シウム剤２～３％，食塩0.5％，ビタミン，ミネ

ラル剤を少量添加した飼料を日量で4.5～６ｋ$/給

与する。しかし，分娩直後２～３日間は母豚は弱

っておるので，急に濃厚飼料を多く与えるとかえ

って，乳があがってしまう場合もあるので，最初

はフスマなどをぬるま湯にとかしてスープ状にし

たものを少量与え，３～４日頃から￣第５表のと

おり徐々に濃厚飼料を増し，分娩後３０日をすぎ

たら，徐々に減量して離乳に備え，５～６週頃に

離乳する。

飼料の配合に際してはなるべく，多種類の飼料

を配合し動物性蛋白質飼料を5％以上配合する。

なお，カルシウム，食塩，その他のミネラル，ビ

タミンなども不足しないように考慮する。特に青

草は十分（日量２ｋ9以上）与えるようにする。青

草類を給与することは，微量栄養素の補給ととも

に乳71-の分泌を促進し，乳質の改善をはかり，子

豚の発育を促進する。

2.0

-1

飼柳

Ｎｉ`ｉｌｌｉｉｉ，
分娩２～３週前に予防注射，駆虫を済ませ，１

週間前に分娩豚房に移す。

また，最も手数のかかる分娩時には，分娩豚房

に分娩柵，保温箱を設置して，新生子豚の圧死防

止とともに保温を十分におこない，早く体を乾か

して活力を旺盛にし，労力の省力化をはかる。

なお，繁殖豚を群飼する場合には前述のとおり

１週間前に，分娩豚房に移動すればよいから，分

娩豚房は雌豚の35％位の数があればよい。分娩豚

房平面図設計例を第２図に示す。

第２図分娩豚房

ウ十グーカノプ

係iMWli
4`i'i《iiiﾎﾟﾘﾉ

rlルナターカソプ

Ⅲ哺乳時の飼養管理

１．哺育頭数の決定

哺育頭数は母豚の栄養状態，体重，母豚の乳頭

数，泌乳能力，子豚の生時体重を勘案して決める

ことが望ましい。子豚の頭数が母豚の哺乳能力に

くらべて多すぎると，子豚の発育は悪く，母豚は

衰弱し，離乳後の発情がおくれ⑫次の種付に支障

をきたす。従来から母豚の体重18～2010,あたり

６



第６表繁殖豚の飼料配合例 いば体表を傷つける。そのため母豚は授乳をいや

がり，子豚は傷の炎症のため活力が弱くなり発育

もおくれる。したがって，生後２～３日以内にこ

の乳歯をできるだけ根元から鉗子やペンチなどで

切除してやることが是非必要である。

また，乳歯の切除と同時に，貧血予防のために

鉄剤の注射をおこなうようにする。特にランドレ

ースは発育が速いので，母乳中の鉄分だけでは不

足するといわれているので，是非，鉄剤の注射を

励行すべきである。なお，生後２～３週頃に再び

注射をおこなうとより効果的である。

目，分娩後１週間程して，母子ともに元気にな

ったら，天気のよい日には，なるべく運動場に出

して自由に運動させる。

㈹，子豚は生後２～３週間もすれば母豚の飼料

をなめるようになるので，その時期から餌付をす

る｡最近は母豚の生産力の増大をはかるため,子豚

の離乳時期が早くなっているのでなるべく早めに

餌にならすようにする。飼料は多少経済的には負

担であるが,発育がよく，安全で取扱いが容易な，

信用ある市販の子豚用人工乳を用いる方がよい。

４．離乳の時期と方法

１）時期

子豚の離乳時期は生後５～６週で体重10109程度

になり，糞がバナナ状になってからが適当であ

る。それ以前に離乳すると，（イル子豚が病気に対

する抵抗力が弱いため哺育に手間がかかる。②，

母豚の泌乳能力は分娩後３～４週が最高であり，

離乳の際に乳房炎にかかりやすい。また母豚の乳

を有効に利用することができない。すなわち，泌

乳量の多い時期には子豚に十分哺乳させるように

した方がよい。しかし，あまり長期間子豚をつけ

ると母体の消耗が激しく，次の種付，妊娠に影響

をおよぼす。

２）方法

子豚は生後２～３週頃から餌付して餌になら

し，離乳予定日１週間程前から，昼間は母豚から

離して飼料の承を与え，離乳飼料ならびに離乳後

の環境にならす。

母豚は離乳予定日３～４日前から飼料を50～７０

％に減量し，さらに乳房の乾きぐあいによっては

名｜妊娠豚’子付母啄
ロ
ロロ

iLXF1Iji食

47％

2５

１０

１０

５

２．５

０．５

また，いも類を配合する場合には，その他の飼

料はトウモロコシ，糠類，大豆粕，魚粉などのよ

うな飼料（軟らかい脂肪をつくる）を適宜配合す

る。なぜならば，イモ類の澱粉からつくられる母

乳中の脂肪は硬いので，往戈にして子豚が消化不

良のため，白色の下痢便（子豚白痢）をすること

がある。

第７表人工乳給与量

1bliiR33

生後日令｜人工乳Ａｌ人工乳Ｂ

，

鱈11菫:二:''’
３６～４０１

100～２００

３００～４００

４００～５００

人工乳Ｂ｜子豚用配合生後日 令

'４１～４５日

４６～５０

５１～５５

５６～６０

500～６００９

６００～７００

５００～４００

４００～５００

200～４００

４００～８００

３．哺乳中の子豚の飼養管理

（ｲ)，哺乳中の子豚の死因の殆んどが（約80％）

圧死であるが，これは分娩直後の子豚の肢が弱い

ためであるので，分娩豚房には，第２図に示した

ような分娩柵を設置し，事前に分娩柵に入れて圧

死の防止をはかる。

（ﾛ)，子豚は寒さには弱いから分娩豚房には赤外

線電球などを利用した保温箱(室温25°Ｃ内外)を

設置し，寒い時期は，少なくとも生後３週間位ま

では保温すべきである。

（ﾉﾘ，子豚は上下左右に各女2本計8本の乳歯（狼

歯）があり，（特にランドレースは強大で長く

尖端が鋭い）哺乳の際，乳頭をうばいあいして，

母豚の乳頭を傷つけたり，同腹子豚の耳，顔ある

､衛ill簿29
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離乳後も減量して乳房炎の発生を予防する。もし

乳房炎をおこした場合は濃厚飼料を減らし，青草

類を多く与えるとともにペニシリン，その他の抗

生物質などの経口投与，筋肉注射および患部を湿

布して治療する。

子豚の飼料の給与量，方法は第７表および第３

図のとおりであり，子豚の発育標準は第８表のと

おりである。なお，生後60日迄の哺育期間中の飼

第３図子豚に対するエサの与え方
生時３週３０日 60日

鐵撫

料消費量および飼料費について琉球畜産試験場が

調査しました成績を第９表に示します。

第８表哺寧Ｌ子豚の発育標準

生後日今
生時’１０日’２０日’３０曰’４０日’５０日’６０日品種別

AC, ､iii蝋ＡＣ,
２．５～３．０

３．５

３．０

ＡＣ,
４．０～４．５

５．５～６．０

５．０

169 〃,

９
０
０
０

ｋ
。
．
・

５
０
８

１
２
１

一
一
一

０
０
０

●
●
●

３
８
５

１
１
１

１
旬
刊
Ⅱ
Ⅵ
Ⅲ
Ⅶ

●
●
●

２
６
４

１
１
１

｝
｝
｝

５
０
０

●
●
。

０
４
２

１
１
１

中型種

大型種

１代種

(Ｙ、Ｂ）

(ＬＷ）

(ＹＬＢＬ）

２
５
４

●
●
●

１
１
１

６．０～６．５

８．０～９．０

７．０～8.0

8.0～９．０

１１．０～1２．５

９．５～1１．０

第９表哺寧Ｌ子豚の飼料消費量

子豚

頭数

飼粉消費量 飼粉

要求率

飼料贄
品 種

人工乳Ａｌ人工乳Ｂ｜育成用｜合計’１頭当り 総額’１頭当り

＄
6０．３３

９１．３９

７２．８８

８０．５９

６８．５８

５
２
０
９
８
１

７
６
８
９
８
８

＄
２
２
２
２
２
２

ハンプシャー
大ヨークシャー
ランドレース
三元交雑種
ＷＬ．Ｈ

〃

ＬＷ。Ｈ

平均

４０．４８ハ９
４９．５０

３４．７１

４４．５１

２３．２５

264.10〃９
３８３．７４

３２２．２８

３７８．４０

３２１．６０

３２．６０Ａ９
８８．１０

５８．４０

２０．３０

５０．５０

２
５
６
７
４

２
３
２
２
２

337.18A,９
５２６．３４

４１５．３９

４４３．２１

３９５．３５

15.33〃９
１５．０４

１５．９８

１６．４１

１６．４７

１５．８０

1.95

２．１３

１．８６

１．９１

２．０１

１．９８

註４０日離乳で60日迄哺育６０曰平均体重16.90～17.0Ｍ９

第10表各品種の能力

品 種｜産子数’９０〃,日令｜飼料要求率｜背脂肪の厚さ｜背腰長｜胸腰椎数｜枝肉歩留

日 本 ％C〃 Ｃ〃

ランドレース

チェスター

中ヨークシャー

10～1３

８～10

10～1２

３．０～３．５

３．５～４．０

３．３～4.0

150～170

180～210

200～230

２．０～２．３

２．３～2.8

.12～２．６

78～８１

７０７５

７３～7８

２
１
１

２
２
２

73～７５

７０７３

７０～7３

Giiiiiiii鱗／

注①大ヨークシャーはランドレースとほぼ同じ。
②ハンプシャーはチェスターとラドンレースの中間で，産子救は10～12頭，チェスターよりも背脂肪はうす

く，全脂肪量もす<ない。
③バークシャーは中ヨークシャーとほぼ同じであるが産孑数は８～９頭，脂肪も精々多い。

ぱ，確実な収益をあげることは困難である。それ

故，「もと豚」の導入に当っては，次のことを十

分に検討して導入する。

１），地域の要求する肉を生産し，且つ能力の

高い品種を選ぶ。

豚を用途別に大別すると，ラードタイプ（脂肪

を外〈生産する品種）とベーコンタイプ（脂肪が

少なく赤肉を多く生産する品種）とに分けられる

Ⅳ肉豚の肥育

１．もと豚の選定

肉豚の肥育は「もと豚」の導入から始まるが，

その「もと豚」の選定が最も大切である。すなわ

ち，いかに設備を完全にし，管理に細心の注意を

払っても，導入した「もと豚」の品質が悪けれ

８

料
用
飼

豚
台
子
配

母乳
人工乳

300～７００



が，どのタイプの品種を選ぶかは，そｏ地域の食

肉の嗜好によって'１蛇すべきである。

最近，沖縄にお(ナる食肉の嗜好性は，従来の脂

肪17の肉から赤肉へと変っており，そのためラー

ドタイプの豚は敬遠され，ベーコンタイプの豚が

よろこばれておる。

また，赤肉を多く生産するとともに焙育が速で

飼料の利用性の向い品種を選ぶことか大切であ

り，そのためには品種の特徴を知ることが必要で

あるので，主な品種の能力を第10表に示す。

鋪10表から各品種の能力を検討すると，

（イハ発育速度（90A9に達する日令）はランドレ

ース，大ヨークシャーなどの大型種が速い。

（ﾛ)，飼料の利用性もランドレース，大ヨークシ

ャーなどの大型種が飼料要求率（飼料要求率＝飼

料摂取量／増体重，Ｍ９増体するために消費した

飼料の重量で表わす。この数値が低い程飼料の利

H]性はよい。）が低い。

（ﾉﾘ，赤肉の生産は，一般に椎骨数（またはアバ

ラ骨）が多く，胴伸びがよく，中躯後躯がよく発

達し，枝肉の歩留が高く，背脂肪のうすい品種が

すぐれている。

以上のことから「もと豚」はランドレース，大

ヨークシャーなどの大型種を導入することが望ま

しい。

第11表肉豚飼料の種類別配合割合

われている。大型種の特徴として体は総体的にの

びのびとし，体躯は頭，頸，肩，などの前躯が軽

く，中躯，後MAiがよく発達しているのがよい。

次にlid腹の子豚頭数が多く，順調に斉一の発育

をしているものの中から，食欲旺盛で，元気があ

り，刺'桿なものを選ぶ。また導入子豚の体重は，

その後の〕iii青に影響をおよぼすので，導入を急ぐ

ことなく適当な体亜で飼料の食いこゑが十分な子

豚を選ぶことが大切である。大型極は生後60～７０

[1位のもので，食いこjZLよく〆体並20k,程度のも

のがよい。なお導入に際して注怠すべきことは，

必らず，豚コレラ，豚丹澁の予防注射を移動２週

間前までにすませたものを導入する。､iii&藻

２．肥育の方法

肥育の[1111ｹは筋肉（亦肉）に適度の脂肪をつけ

肉質をよくし，肉の歩留や経済価値を高めること

である。すなわち筋骨の発達をはかり，良質な脂

肪を適度に沈着させることである。

１）運動

豚の肥育は生長の途中の筋骨の増大と脂肪の改

善であるから，あらかじめ体重40～60klぐらいま

では十分運動させるか，ゆとりのある豚房で飼育

して筋骨の発達をはかり，その後運動を制限して

体重90k9ぐらいまで肥育して筋間に適度の脂肪を

沈着して肉質をよくする。

２）飼料

配合方法：日本における肉豚の飼養標準は、ｃ

第12表肉豚飼料の給与量
糊寧重料■三雲:T髪:『'ぬか類h三豊熟）
ＡＦＩ％Ｉ％Ｉ％％

ｉＩ三IIilﾖ;|;三!L;'三;■晋当：
､Siiiii騨民‘ 後期期

飼料給与量
（風乾物）
コーク|ラン

前

体重

以上米lMj JI1lii蕊

ド
ス
的
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

｜
ン
一
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
２
２
２

ｌ
－
フ
レ''1ヨーク

パーク

ＩＣ１
１．０

１．１

１．２

１．３

１．４

１．５

１６

１７

１．８

１．９
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食塩0.5％添加する。

②青物る十分に給与すること(特に小さい時期）

２），品種の特徴をよく表わし，発育のよい子

豚を選ぶ。

一般に肉用子豚は繁殖用子豚と違って，豚であ

ればよいと考えがちであるが，これは大きな誤り

であって，十分にその系統，外貌などを検討して

選ぶべきである。

子豚を選ぶに当っては，まず，その品価の特徴

をよく表わしているものを選ぶべきである。特徴

がよく表われている子豚は一般に能力が高いとい
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鋼13表各品種の月別体重（単位AC,）

品種月令|生時’’’２１３１４１５１６’７１８１９１１０ 震
家
便
り

ランドレース

チェスター

中ヨークシャー

０
５
５

５
４
３

０
８
５

７
５
６

1.4

1.3

1.2

８

７

７．５

9０

７３．５

６５

110

93.5

80

130

109

９５

８
５
５

１
１
１

3５

２６．５

２３

150

124

110

165

143

125

四
月
号

基準は第12表のとおりで，１日朝夕２回に分けて

与える。

しかし，農家で体重測定が困難な場合は，第

13表に示されている肥育豚の発育標準から，そ

の豚の月令と栄養状態を勘案して体重を推定し，

上記の体重の比率により給与量を算出する。し

かし，いずれにしても，実際に飼料の給与に当っ

ては，豚の食いこゑ状態をよく観察して，適正な

量を判断することが望ましい。

肉質と飼料の種類：肉の質や風味のよしあし

は，主として脂肪の品質によって左右され，その

脂肪の品質は与える飼料によってちがう。このよ

うに飼料と肉質および脂肪の間には密接な関係が

ある。すなわち，脂肪が純白で弾力性のあるもの

が，一般に肉質はよいとされている。それ故，肥

育用飼料としては良質の脂肪をつくる飼料を与え

ることが大切である。飼料の種類と肉質は第14表

のとおりである。

以上のことから，よい肉豚を生産するための肥

育用飼料の給与は，体重が30～40klぐらいになる

までの発育期には，魚粕や大豆粕のような蛋白質

飼料やフスマなど豚の嗜好に適する飼料を多く与

えて発育を促進し，発育が進むにつれて，次第に

蛋白質飼料を減らし，良質の脂肪をつくる穀類や

イモ類などの澱粉質飼料を多く与える。

また，飼料はどんな栄養価に富んだものでも単

味で完全なものはないので，必らず各種類の飼料

を配合して，豚の要求する栄養分を十分に与える

ようにする。できれば５種類位配合することが望

ましい。

飼料配合例として，琉球畜産試験の肥育試験用

飼料の配合割合を第15表に示します。

（表紙写真は人工乳による早期離乳子豚とタイヤ

ー利用の子豚用給食餌器’子豚は伸々とした発育

を示している）

（宮城悦生）

ＰとＴ、ｎＮで示されているのが多い。一般に

休亜20～40k9迄は、Ｃ・Ｐ12％内外，Ｔ､，.Ｎ，

72％内外,40～70k9は，．Ｃ・Ｐ11％内外,Ｔ､nＮ

71％内外,70～90AClは，．Ｃ、Ｐ９～10％,ＴＤＮ

70％位であるので，飼料の配合の際は各時期の示

された栄養価を含むように配合すればよい。しか

し，一般農家で計算することは困難かと思われま

すので，簡単で且つ上記に近い配合をするために

は，第１１表の比率で配合するとよい。

給与量：飼料の給与量は大体，体重20～40k9は

体重１/20,40～70Ｍよl／25,70～90〃9は１/３０

が適当である。日本の産肉能力検定飼料の給与

通
巻
一
六
一
号

翼
”
八
九
○
号

九
六
九
年
一
一
一
月
二
十
五
日
印
刷

第14表飼料と肉質

粉質類白質類｜ぬか類｜澱肉質｜蚤

甘藷馬鈴薯
澱粉粕大麦
小麦砕米
カボチャ
キクイモ｣蕊１

１難…
’’

脱脂粉乳バター
ミルク牛乳
棉実粕
コブラミール

上

九
六
九
年
四
月
一
日
発
行

トウモロコシ
栗ヒエ
アメ粕
ビール粕
焼酎粕

大豆大豆粕
豆腐粕
魚粕（油を含ま
ないもの）

中

蚕蛎粕ナタネ粕

アマニ粕落花生

粕醤油粕

発
蕊
鞠
琉
球
大
学
農
学
郵

下

配合割合第15表飼料

飼料
－．－２．

月I」 後名 朝 期

イモ（乾）

フスマ

トウモロコシ

アルファルファーミール

大豆粕

魚粉

カノレシウム剤

食塩

ビ‘夕ミン剤

抗生物質
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